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1． は じ め に

　中国大陸 の 地図を開 くと ， そ の 広大な国土 の 中央部北緯

30度 の 辺 りを，ほ ぼ 西 か ら東 へ 横断 して 流 れ る 大河が 目に

つ く。黄河 と と もに，我 々 日本人 は 馴 み の 深 い 揚子江 で あ

る 。 揚 子 江 は，流路延 長 6300km ，流域面積 180 万 km2，

年聞 流出 量 約 1兆 m3 の い ず れ を と っ て も 世界第 3 位 の 大

河 で ， 中国第一
の 河川 で あ る 。 中国 の 人 々 は単に長江 とい

う名 で 呼 ん で お り， 本稿 で も， 以下長江 と呼 ぶ こ と にす る 。

　長江 の 源頭 は ， 中国西部 の 青海省 とチ ベ ッ ト自治区 の 境 ，

タ ン グラ 山脈 の 氷河 に あ り，3500km 下流 の 四川省宜賓ま

で の 間は，標高 4500m の 青蔵高原 や 雲南 の 険 し い 峡谷 を

流れ ， 特 に 金沙江の 名で 呼ば れ る
。 宜賓で は ，長江最大 の

支川眠江が合流し，こ れ よ D下 流上海 ま で の 約 2800km

が，一
般 に長江 と呼 ば れ て い る。長 江 の 流 域 は，中国古代

文化発祥 の 地 の 一つ で も あ り， 古い 文 化 と肥沃 な土地 に 支

え られ，現在 も中国経済の
一大中心地 をな して お り， 流城

内人 口 は 3 億余 ， 耕 地 は 2600 万 ha で 食糧生 産量 は 全国

土 の 40％以上を占め ， 沿岸 に は ， 中国最大 の 都市上海 をは

じ め．南京 ・武漢 ・重慶 ・成都等 の 重要都市 が 連なっ て い

る 。

　こ の 長江の 河 口か ら約 2000　km の 地点 ， 四川盆地 と長

江中下流部の 平 野 部 との 間 に，有名 な景勝地 で 長 さ約 240

km に及 ぶ 峡谷 ， 三 峡 が ある 。 三 峡 は ， 上流 か ら盟塘峡 ，

巫 峡 ， 西陵峡の 三 つ の 峡谷 で な っ て お り， 険し い 侵食崖 に

は さまれ ， 川幅 の 狭い 所 は 100m 程度 しか な い 急流 で あ る。

こ の 三 峡 に大ダ ム を築造 し て 長江本流を堰止 め ， 治水 ・利

水 の 両面 に活用 しよ うとい う三 峡開発 プ ロ ジ ェ ク トが ，

1980年代 に 入 っ て 急速 に 具体化の 兆を見 せ ，そ の 計画 の 規

模の 壮大さと効益 の 大きさか ら，世界の ダム 技術者の 注 目

を集め る よ うに なっ た。特 に 我が 国 で は，一
衣帯水 の 隣邦

で 歴 史的文化的っ な が りも大 きい 長江 の 景勝地 に お け る大

プ ロ ジ ェ ク ト とい うこ と もあ っ て ， 単に専門家 の 間 だ けで

な く，

一般紙に も大 きく報道 され て ， 広 く世人 の 関心 をか

きた て た の で あ る 。

2．　 計画の 目的

三 峡 の 出口 は 南津関 と い い ， そ の 直下流，河 ロ か ら 約
事
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1800km の 地 点 に，宜昌市 が ある。宜昌か ら下 流 は，長江

中下流部 の 平原地帯 で あ り，河道 は 平辱 内 を蛇行し，宜昌

で の 常水位 が約40m で あ る か ら，宜昌 〜 河 口 間 の 平均河川

勾配 は ，1145000 と極 め て 緩 い 。ま た，宜 昌下流 の 荊江区

間と呼ばれ る約 400km の 区間 は ， 河川 の 蛇行 が著 し く，

特 にそ の 下流部で は ， 直線距離 80km の 問 に 16 回 の 屈 曲

を 繰 り返 し， 河 道延長 が 240km に も達す る ほ ど で あ る。

こ の よ うな洪水疎通上 の 悪条件 の た め，長江中下 流部 は 古

来洪水災害 の 頻発す る 地域 で あ り，そ の 被害 は，我 が 国 の

洪水 と比 較す る と想像 を絶 す る ほ ど 甚大 で あ る 。

一
例 と し

て ， 郭超人 の 中国馴水記 の 記 述を引用す る と， 「1931年，

長江 とそ の 大支川 に 超大型 の 大洪 水 が 出現 した。1　O（XD　km

以上に もわ た っ て ，長い 間修復が行わ れ ず欠陥 の 多い 不完

全 な 堤防 は，わ ず か数日間 で全線が 決 壊 し た a 洪水 は 四

川 ・湖 北 ・湖南 ・江 西 ・安徽 ・江蘇 の 6 省 に 広 が り，333

万余 ha の 農地 が 浸水， 被災者総数 2800 余万 人，直接洪

水に よ り死 ん だ者 145000 人 以上 に及 ん だ。ま た，水害後

の 飢餓 や 流行病 に よ る 死亡 者 に い た っ て は ， そ の 数をか ぞ

え る こ とが で き な い ほ ど無数 で あ っ た。・・…武 漢市は 浸水

100 日に達 し，魚やすっ ぽ ん の 泳 ぐ大湖水 と化 した。大通

り も路地 も
“
屍体漂浮 し腐臭天 に 蒸す

”

で あ っ た とい う」

とある。

　宜昌で は，1877年か ら水位，1946年か ら流量 の 観測 が行

わ れ ， 既 に 100 年以上 の 水文資料 が 蓄積 され て い る し，

1153年以降 の 歴史的 な 洪水 の 記録 も残 され て い る。荊江区

間の 河道の 疎通能力 は 60　000・−70　OOO　mS ！s で あ る が，過

去 100年間 に 宜昌の 流 下 流量が 60000m31s を超えた の は 21

回あり， ほ ぼ 5年に 1 回 の 割合 で 荊江 の 堤防が危険に さら

され て い た こ とに な る。

　1949年， 現中国 の 建国直後か ら ， 政府 は 長江中流部 の 治

水対策を重視 し， まず荊江 と漢江 を重点整備河川 に 指定 し，

荊江 区 間 に お い て 堤 防 の 補強 ・捷水路 の 開削を行 うと同時

に ， 大規模 な遊水池 「荊江分洪区」 を建設 し，更 に ，1958

年か らエO年 の 歳月 をか け て ，支川漢江 に ，洪 水調 節容量 約

100億 mS の 丹江 ロ ダム を建設 し た。 し か し， こ れ らの 対

策だけで 長江中下流部の 洪水災害を根絶す る こ とは不可能

で あ り，上流 か らの 洪 水 ピ ー
ク を貯留調節す る大規模 な本

川 ダム の 建設が，永年の 懸 案事項 と して研究され て き た 。

そ れ が，三 峡ダム と，そ の 逆調整池な らび にテ ス ト施 工 の
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図一1 長江流域河 川図

　 　 　 　 　 ゴ ウ ゾ ウ バ

目的 をもつ 葛洲場ダム の 建設事業 で あ る。

　一方 ， 中国 の エ ネ ル ギ・−taは ， 北が石 炭 ， 南が水力とい

わ れ ， 長江流域 の 包蔵水力は 23000万 kW と推定され，

全国 の 如 ％を占めて い る が， そ の 存在は南西部の 山岳地帯

に 偏 っ て お り， 華 中や特 に河 口 に 近 い 華東の 大電力消費地

帯 か らは遠く隔 た っ て い る た め ， 送電技術上 の 問題を抱え

て い る 。し たが っ て，将来深刻化 が 予想 され る 華中華東地

城 の 電力需給に対応す るた め，比較的送電距離 の 短 い 本川

上流部末端付近 に 大規摸な水力発電所 を建設す る こ とが ，

強 く期待 され て い る。

　ま た長江 は ， 沿川諸都市を結ぶ 天与 の 幹線輸送路 で あり，

河 口 か ら 2400 ゆ の 重慶ま で 数千 トン の 船が 航行す る 重

要 な航路であ る が ， 三 峡区間 は急流 と浅瀬 が 航行の 安全を

胆害する 難所 となっ て い る 。 三 峡 ダム は， こ のよ うな難所

の解消 と，流量調整 に よ る下 流 の 渇 水時 の 航路維持 に つ い

て も，大 きな効果が期待 され て い る 。

　以上 ， 洪水防御 ・発電 ・航路の 改善が三峡プ ロ ジ ‡ ク ト

リ主 目的で あ るが ， 副次的に ， 水産養殖 ・灌漑水利 ・観光

開発 ・・そ の 他 ，

’
貯水池周辺 の 地域開発 に よ る各種産業 の 振

興 が期待 されて い る。

　3． 計画 の経緯．

　三峡プ ロ ジ ェ ク ト構想の 始 ま りは ， 今世紀初頭の 孫中山

の 実業計画 に そ の 萠芽 を見 い だ すが ， 具体的 に は ， 1930年

代国民党政府時代の ダ ム サ イ ト選定調査 に始まる 。 1940年

代 に は，中国 と米国内務省開拓局 （USBR ） の 専門家が 協

力 して，初歩的な調査研究 を行 っ た 。

・しか し ， 1940年代の

後半 は ， 中国内戦 の 中で 計画 も
一

時中断 された 。 新中国 の

成立後，政府 は長江 の 治水計画 に 深 い 関心 を示 し，長江水

利委員会 を設立 ，
1954年の 中下流部の 大水害を契機に ， 三

峡 プ ロ ジ ェ ク ト関連 の 大規模 な調査研究を推進 し ， 爾来30

余年に わ た り研究を続け て来た 。

　1950年代後半に は ， ソ連の 専門家グル
ープを招い て技術
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的研究 を行 っ た 。 1958年， 周恩来総理 が主催して中央成都

会議が開か れ ，
三 峡プ ロ ジ ェ ク トに 関す るそれ まで の 研究

成果が報告され ， 常時満水位を 200m 以下 と して爾後の 検

討を進め る こ とが決定され た 。 そ こ で ， 三 峡ダム の 常時満

水位は ， 当初 195皿 を中心 に 種 々 検討 された。

　1954年洪水 の 解析に よれ ば ， 中下流部 の 河道ならびに氾

濫区域 における 総湛水量 は 1　023　ts　mS に 達 し，これ に 対

処す る に は 700億 mS の 洪水調節容量 を必 要と し， 三峡ダ

ム の サ ーチ ャ
ージ水位は可能な か ぎ り高い こ と が望 ま しい

。

しか し，常時満水位 195m で は ， 水没住民 の 数 が 100 万人

を超 え ， 工事規模が 大 きい た め工 期 が 長期化 し， 巨大投資

に よ る 経済的 リス ク も大きい 。そ こ で 水没住民 の 数を適度

に お さ え な が ら， なお か っ 適当な治水効果 も発揮で きる 方

策として ， 1983年 ， 長江流域企画弁公室 は ， 常時 満水位

150rn，堤頂標高 165m の 案 を基 に した 「長江 三 峡水利セ ン

ターフ ィ
ージ ビ リテ ィ

ー研究報告書」 を作成 し， 中央政府

に提出 した。 1984年 4月 ， 国務院は ，．洪水調節容量をよ り

大き くす る た め サーチ ャ
ージ水位を高 くし， と りあ えず堤

頂標高を 175皿 とす る こ と を検討す る よ う指示 し， 原則的

に は原計画 を認可 した 。 こ れを受 けて ， 同年12且に は宜昌

市 に 中国三 峡 工 程総公司建設準備事務所 が設立 され ， 工 事

用道路等 の 準備工 事 に着手 し， 1985年 5月には ． 常時満水

位 150m，堤頂標高 175m の 初歩設計報告が完成した。

　現在 ， 準備工 事は着々 と進め られ ， ダ ム サ イ ト付近 は大

きな変貌をとげ？ っ あ る と い わ れ る が， 中国政府の 内部に

は ， こ の 計画につ い て な お い くつ か の 異論な し と しない 情

況 で あ る 。 論争 は ， 巨大集中投資 の 是非 ・常時満水位 と水

没移民対策 ・土砂堆積と航路 の 維持 ・自然環境 の 変化等多

岐 に わた っ て お り， 活発な討論 を通 し て 国家的なコ ン セ ン

サ ス 作 りが進 め られつ つ あ る よ うで あ る 。 1986年 3月 の 全

国人民代表大会 で審議 された 「第 7 次 5 か年計画」 の 中に

は ， 三 峡 プ ロ ジ ェ ク トは盛 り込 ま れ な か っ た 。 しか し， 葛

洲堀ダム が完成目前と な っ た今日 ， 長江治水とい う民族の

土 と 基礎，35rl （348）
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悲願 の 最大 の 切 り札と して ， 三峡プ ロ ジ ェ ク トが具体的 に

動き出す 目は 近 い もの と感 じ られ る 。

4．　 ダ厶 サ イ ト

　宜 昌か ら船 に 乗 り葛洲驪ダム の 船間 を通 っ て 長江 を逆上

る と ， 間もな く南津関か ら急峻な三 峡 ・西 陵峡 の 峡谷 に入

る 。 こ れ よ り上流 13km の 石牌ま で が南津関地区 と呼ば

れ ， 当初 は こ の 狭窄部で 4 箇所 の ダム サ イ トが検討 され た。

南津関地区 は ， 全般的に基岩が石灰岩で あ り， 地質構造は

複雑で ， 峡壁 に は随所 に溶食洞が見 られ る 。 ま た ， 河道は

狭 くか つ 急崖 に囲 ま れ，工 事中の 河水処 理 も困難 な た め ，

ダ ム サ イ トとして 不適格 で ある 。

　更 に 上流 へ 行 くと，峡谷 は急 に 開け，両岸 の 山容 が なだ

らか に な る 。 こ の 比較的緩や か な地形の 25km 区間は ， 美

人池地区と呼 ばれ ， 川幅は 広 く， 基岩は 堅硬 な前震且紀の

石 英閃長岩と閃雲斜長花崗岩か らな る 。 美人池地区に っ い

て は ， 10箇所 の ダム サイ トが比較検討 された 。 そ の 結果 ，

　 　 　 　 サ ン トウピン

最終的 に 三 斗坪 サイ トが最適 と判断 され た （ロ 絵写真
一4，

5）。

　三 斗坪 は ， 宜昌上流約 40km に位置し ， 長江は こ の 地点

で 南東か ら北東 へ と緩やか に屈曲 し て い る 。 川 幅 は 約

1500m 程度 で ， 中央右岸寄 りに幅 2COm ， 長 さ 1000 【n 程

度 の 中堡島があ り河道を 2 分 して い る 。 左岸側 の 河道 が主

流 で幅約 800m あ り，そ の 最深 部 は 標高 20rn程度 の 岩盤 で

あ る 。 右岸側 の 副河道の 幅は約 300m で．最深部の 河床 は

標高45m程度の 河床堆積物で あ る 。 葛洲福ダム （サ
ー

チ ャ

ージ水位66m） の 背水 区聞で あ り，流速 は小 さく，中堡島

や両岸の 河岸に は ， 粒度の 細か い 砂浜が形成され て い る。

中堡島は 河床堆積物で覆わ れ ， 水面上 の 起伏は 10〜15m と

平 た ん で ，

一
部耕地 と な っ て い る が ， 堆積層 の 厚 さ は10皿

以内 で あ る 。 両岸 の 地形は緩やか で ， 露頭 は 少なく， 旧崖

錐 と風化層を利用 した 階段状 の 耕地 が作 られ，高木 は ほ と

ん ど な い
。

　地質調査 は試錐 を主 とし ， これまで総延長 7 万 m に及ぶ

ボーリン グが行わ れ て お り，そ の
一
部は径 75c皿 の 大 口径

ボー
リン グで ある 。 ま た ， 中堡島の 上流端付近 に は ， 河床

横坑の た め の 立坑 の 掘削跡があ る が， ボー
リン グに よ る地

質 の 把握 が十分で あ る た め ， 河床横坑の 掘削は中止 され て

い る 。

　基岩の 地質構造は比較的単純で ， 新鮮な 巨晶 の 花崗岩で

あ り，ほ ぼ N 〜S 方向 にダム 軸線と45度程度 で 斜交す る 高

角度の 断層が， 数本平行 に存在す る。新鮮な基岩 の 湿潤強

度 （圧縮）は 1　OOO　kgf！cm2
， 原位置試験 に よる 変形能 （静

弾性係数）は 30〜 40 万 kgf！cmt で あ り， 透水性 も極め て

小 さい 。 比較的規模の 大き い 断層は ， F7 と F23 で ，
　 F　7

断層は 左岸側の 露頭と横坑内で 観察 で き る が， 膠結状態は

良好で ， 大き な破砕帯は存在 しな い a 左岸の 標高85m付近

の 横坑で 見 る と ， 風化は坑口 か ら10m 以内で終わ り， その
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　 　 　 　 　 　 写 真一1 左 岸 横坑 で の 岩盤
『
試験

奥は新鮮な花 崗岩が続い て い る 。 断層や ク ラ ッ ク の 頻度は，

我が国で は想像し難い ほ ど少な く， F7 断層部も， 断層粘

土の 厚 さは数 cm
， 周辺 の 変質部分 の 範囲 は 20〜30m ある

が， 変質部に お い て も EE ≧ 25 × 10‘ kgf！crn2 と の こ とで あ

る。現在予定され て い る 掘 削線は ， 地表か ら水平 に 50m ほ

ど入 っ た 所 に あ 動 十分堅硬新鮮 な花崗岩基盤 で あ る。も

っ とも， 横坑磆 の 中に は，ア プ ライ ト化 した やや脆弱なも

の，角閃化 し たもの，熱水変質を受 けた と思わ れ る 緑色化

したもの 等がわずか で は あ るが混じ っ て い る が， 全般的 に

み て ， 堤高 170m の 大ダ ム の 基礎と して もほ とん ど問題 の

な い
， 良好な ダム サ イ ト と 見受 け られ る 。

5． 貯水池運用計画 と効果

　常時満永位 150m ，堤頂標高 175m の 計画案 に よ る貯水

池の運用は ， 死水位 130m ， 洪水期 （5 月〜9月）制限水

位 135m ， サ ーチ ャ
ージ 水位 170 皿 ， ダム 設 計水位 工73m

と し ， 死水位上常時満水位ま で の 利水容量 は 93．6億 m3
，

洪水期制限水位上サ ー
チ ャ

ージ水位ま で の 洪水調節容量 は

220 億 m3
， 死水容 量 は 103．3 億 m3 で ，総 貯 水 容量 は

373．4　ts　mS で あ る。

　 t の 洪水調節容量 の 操作 に よ り， 100 年確率洪水 ピーク

流量 83700m31s を 56　700　ms ！s に カ ッ ト して 荊江大堤防

の 安全 を確保し ， 1000年確率洪水 ヒ 一゚クWt量　98　800　mS ！s

に対して は ， 放流量 を 80　OOO　me ！s に制限して ， 荊江分洪

区の 遊水効果 と あわ せ て 荊 江大堤防 の 決壊を防止 す る こ と

が 可能で ある 。

　利水容量 は，発電 と渇水 調整 に 使用 さ れ る 。発電設備容

量は 50万 kVA の 発電機 26 基計 1300 万 kW で ，年間 677

億 kWH の 発電 を行 い ，華中 ・華東 の 大電力消費地等 へ 送

電 され る。特 に 経済発展が著し く電力負荷 が 急激 に 増大 し

て い る華東地 区 （安徽 ・江蘇 ・淅江 ・上海） へ は ， 将来お
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よ そ半量 の 送電が見込 まれ る が ， 需 要 地 ま で 1DOO 　km を

超す遠距離 で も あ り，
500kV の 超高圧直流送電が検討 さ

れ て い る。

　三峡ダム サ イ トは ， 集 水面 積 約 100 万 k皿
2
で 年 聞 約

4500 億 mS の 流出が あ り，平均約 14000 　m31s の 流量が あ

る が，渇永時に は 3000me ！s 程度 に 減少する 。こ の よ うな

渇水時 に は ， 利水容量 を利用 して 渇水調整流量 5　120　mS ／s

を維持 し ， 葛洲 黶下流の 航路 の 維持 をは か る 。

6， 施 設 計 画

　ダ ム は，全長 2516 ．2m ，最大堤高 165m で ， 中央部中

堡 島か ら左岸寄 りに 全長 483m の 越流部 を配置 し， そ の 両

側 の 非越流部ダ ム 背面 に ， 左岸側 14基全長 634m ・
右岸側

12基 全 長 575．8m の 両発 電 所 建 屋 を 配 置す る。左岸側発電

所 の 左岸側 に隣接 して ， 2 系列の 4 段式船閘 を設 け，更 に

そ の 左岸側 に 船舶用 エ レ ベ ーターと そ れ に付帯す る水路構

造物 を 配置す る。

　越流部ダム は 23ブ 巨 ッ ク に分け，各 ブ ロ ッ ク中央 の 標高

85m に幅 7m × 高さ 9m の 放流孔23孔 を設け，高圧 ゲート

で制御す る 。 放流孔 は ， 洪水期制限水位 の 放流条件 で 設計

され ， 常用洪水吐 と して使用され る 。 各放流孔 の 中間 に は，

横断継 目 をまた い で ，ク レ ス ト頂標高 148m の 位置 に純径

問 8m の 越流部22門を設ける 。 越流部 は ， 放流孔 と共同 し

て 異常洪水時に 操作 され，洪水吐全体 の 最大放流能力は 貯

水位 173皿 に 対 して 1100GOm3 ／s で あ り，こ れ は 1000 年

確率洪水流量 の 10％増 し に相当す る 。 な お，減勢工 に は，

フ リッ プ バ ケ ッ ト方式 を採用す る。

　発電所建屋 は ，左 右岸 と も上下流方向 の 長 さ約60m ， 高

さ約80m で，非越流部ダム 上流面 か ら底標高 102m の 取水

口 で 取 水 し，径 12m の 堤内埋 設鋼管 で 導水 し，最大落差は

87m ， 設計落差は 65．3m ，水車径 は 9．5m で ある。

　宜 昌・重慶間の 水上運送量 の 検討の 結果，ダム サ イ トを

通過す る 貨物輸送量 は ，
1 方向 に 当た り年間 5000 万 トン

と定 め られ た 。 葛洲鰯 ダム 貯水位は 渇水時約63m ， 船閘利

用時 の 三 峡ダム 貯水位は130〜150m で あ る か ら， 落差は最

大80m 以上 に 達す る。 2 系列 の 4 段式船闡 は ， こ の 間 を 1

段当た り20数 m ずつ 4 段階で 船 を昇降 させ よ うとす る もの

で ， 各閘室 の 寸法 は，長 さ 280m ，幅 34m ，最小水深 5m

で ， 葛洲煽ダム 船閘 と同寸法 で あ る
。

こ の 船閘の 通過所要

時間 は ， 約 2時間と予 想 され る 。 な お，工 事中で 貯水位 が

船 閘使用可能な 130m に達しな い 期間の 通航問題 に対処 し，

ダム 完成後 も短時間 に ダム を 通過す る必 要の あ る高速船の

需要 に対応す るた め ， 船舶用 エ レ ベ ーターを設置す る 。
エ

レ ベ ーターの 船台寸法 は，長 さ 120m ， 幅 18m ， 水深 3．5

m で ，

一
方向当た りの 年間通航可能量 は 350 万 トン ， ダム

通過 に 要す る 時間は約 1時間 で あ る 。

　 そ の ほ か ，貯水池堆砂対策 と し て ，発電所建屋部分 に ，

幅 4mx 高さ 5．5m4 孔 と幅5mx 高 さ 7m2 孔 の 排砂孔
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を設置す る 。 なお ，掲示 した 図面 は ，常時満水位 150m ，

堤頂標高 165m の 案 の も の で あ り，本文中の 記述 と若 干異

な っ た 部分 が あ る こ と をお 断 り して お く。

7． 施 工 計 画

　ダム サ イ トの 河幅が 広 く，中堡島や副河道が ある とい う

特性 を生 か し て
， 半川締切 りに よ る 開水路転流方式 を採用

す る 。 まず 1期工 事で は，中塗島 か ら右岸側を締 め切 り，

副河道 の 部分 に転流水路を開削し，中堡島上 に は，河道 と

平行方向の 軸線 をもつ コ ン ク リ
ートの 縦方向締切 り堤 を築

造す る 。 転流水路 は ， 幅 250〜300m で ， そ の 堤体部分は

標高73m ま で 1期 工 事中 に 打 ち 上げ，堤体内 の 標高48皿 に

転流用仮放流孔20孔 を設け，頂部 に 仮越流部を設ける 。 縦

方向締切 り堤 は，堤頂標高 98m ，最大堤高 48m ，軸線長

1200m の 台形断面 コ ン ク リート ダム で，堤体積 は 110万

m3 ，

一
部 は本 ダム の 中に 取 り込 ま れ る 。 1期工事の 工 期

は， 3年 が 見 込 ま れ る。

　 2 期工事で は，中堡島左 岸側 の 主河道を締切 り転流水路

に河流を切 り替え， 主河道部分 の ダム や発電所の 工 事 を実

施す る。主河道 の 上 流側締切 リダ ム は，最大堤高90m ， 軸

長 940皿 で，しか も常時水深 60m とい う悪条件下 の 施 工 で

あ り，
三 峡ダム 建設 の 中で 最大 の 難 工 事 と思わ れ る もの で

あ る 。 数種の 施工 法 が検討 され た 結果．締切 リダ ム 軸線 を

は さ ん だ上下流に そ れ ぞ れ ロ ッ ク材 を投入 して 荒締 め ダム

を作 り，そ の 中聞 に風 化砂を充填し，軸線部に コ ン ク リ
ー

ト遮水壁 を設け る 方法が最 も有力 で ある 。 上流締切 リダ ム

の 土石盛立量 は 約 700 万 mS
， 遮水壁 の コ ン ク リ

ート量 は

8万 M3 で あ る。2 期工 事で は，約 4 年間 で 標高 105m ま

で の 堤体を打ち 上げ，23孔 の 常用洪水吐用放流孔 も完成 さ

せ る 。 ま た，主河道 の 堤体 が あ る 程度打ち上 が っ た時点か

ら， 渇水期に は，標高73m で打 ち 止 め られ て い た転流水路

部分 の 堤体を平行し て打ち上げ る。左右両方 の 堤体が標高

100m 以 上 ま で 打ち 上がれ ば ， 放流孔 と転流用仮放流孔 に

よ り　79　OOO　m3 ／s の 洪水 に 対処 す る こ とがで き ， 以 後全面

的 に年間を通 して 堤体 を打ち上 げ て 行くこ と が で きる 。 2

期工 事 開 始後 5年 目 に は，転流用仮放流孔を閉塞 し て 130

m まで の 湛水が可能と な り，左 岸側発電所 の
一

部運転を開

始す る。以後は 3期工 事 と して ，全面的 に施 工 を促進す る 。

着 工 か ら完成 ま で の 全 工 期 は，準備工 事期間 3 年を含め 17

年を見込 ん で い る 。

　 船閘工 事 は，1 ・2期工 事の 問を通 して 行わ れ，2 期 工

事末ま で に 完成す る 。 1 期 工 事中 は 主 河 道 の 航路が維持 さ

れ て お り， 3期 工 事 で は船閘を使用す る こ と がで き る の で ，

工 事中の 通航問題 は，2 期 工 事中の 5年間 の 対応に限られ

る 。 こ の 間は ， 転流水路 と 仮の 臨時船閘お よび 船舶用 エ レ

ベ ーターの 利用 を考えて い る。

　 主要 な工 事の 施工数量 は ， 土石 掘 削約 8000 万 m3 ，土

石盛立約 3　OOO　］i　mS
，

コ ン ク リ
ート約 2300 万 m3 ，鋼材

土 と基礎，35− 1 （348）

1

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

No ．1663

繍ダ δ 9
　 　 購

　 　 　 　 　 　 0　 　200m
　 　 　 　 　 　 一

　　　　　 斜

煙 顧欝
嚇

右 発電所

ダム頂長 1924．0
　 　 　 〆
越灘

町538．3 左岸発電所 63L5

つ

遭

鑿

吻

　 識

　 　 　 斜

　　賦
麗

　　 　　　 ゆ

　 　 　 即

お

囗
匡　 1

＼1　 呂

＼
　　　＼
　　　　o 惑
　 　 　 　 　 　 蕊

黷
尋 　　　　・

・^溢

駁

　
長

江

匡

口

、へo

脚

嫻

図一2 三 峡 ダム 施設配置平 面図 （常 時満水 位 150m ，堤 頂標 高 165m 案 ）
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洪水期制隈水

　 　 　 　 　 　 　 　図一3 越 流部標準断面図

お よび 鉄筋等約47万 トン で あ る 。

8．　 お わ り に

　以上 三 峡 プ ロ ジ ェ ク トの 概要を紹介 し た が，三 峡 ダム は ，

そ の コ ン ク リート堤体積 ・発電設備容量 ・洪水処理量 の い

ずれ を と っ て も ， 世界最大級 の ダム で あ る。ま た水 没 耕地

面積 は 約 9700ha 水没移住入 口 は約33万 人 に達す る 。 こ

の よ うな大事業 の 総投資額 を正確に把 握す る の は 困難 だ が ，

ダム 関係事業費 は 邦貨 に して お よそ 1 兆円前後 と推定 さ れ ，

周辺 の 地域 開発等を含め れ ば さ らに大きな投資を必要 とす

る で あろ う。

Jsnuary，1987

　中国 で は ， こ れ ま で 長 い 歳月 をか け て 慎重か つ 綿密 に 調

査 ， 研究を続 け，関係者は こ の プ ロ ジ ェ ク トの 遂行に 強い

自信をもっ て い る。しか し，実施 の 段階に なれ ば ， 資金手

当 ， 技術 ・施 工 体制等多 くの 困難 に遭遇す る で あ ろ う。 単

に ダム 建設 の 技術面 に限 っ て も， 主河道上 流部締切 りの 遮

水，90m 近 い 高水頭 で 操作 され る 63　m2 の 大断面高圧 ゲ
ー

ト，60m 近 い 下流水 深 を考慮 し た 揚圧力対策，急速 か つ 経

済的な コ ン ク リートダム 施 工 技術 の 開発等 の 問題が挙げ ら

れ る。古 くか ら本計画 に関係 の 深 い 米国 で は，USBR を中

心 に継続的 に 政府 レ ベ ル の 技術協力 を続け て来て い る し，

カ ナ ダ ほ か数か国が積極的 な協力 の 申し入れ を行 っ て お り，

中国政府も， 資金 ・技術の 両面で こ の 世紀の プ ロ ジ ェ ク ト

へ の 国際的 な協力 を歓迎す る 意向を示 して い る 。 こ うし た

中で ， 我 が 国 で は ， 1985年 4月 に 日中経済協会 の 中に 三 峡

水力開発事業協力推進委員会 を組織 し，民間 レ ベ ル で の 協

力を進 め て い る。

　現在，USBR の 技術協力項目の 一つ に RCC 工 法 の 適用

の 問題 があ る が，多年 コ ン ク リートダム の 施 工 の 合理 化 に

取 り組 み RCD 工 法 を開発 し ， 更 に そ れ を改善 し な が らよ

り高い ダム へ の 適用 に努力 しつ つ あ る 我 が 国 の ダ ム 施 工 技

術 も， 今後大 い に 注目 され る こ と と思 わ れ る。

　本稿 は 1986年 6 月 ま で に 入手 した 資料を参考 に 記述 して

お り，計画 が現在流動的で あ る た め ，読者 の 目 に ふ れ る頃

に は 内容に 変化 が 生 じ て い る か も し れ な い し，また，乏 し

い 資料 の た め筆者 の 解釈 の 違 い や偏見 に よ る 誤 りを指摘 さ

れ る点 も多い か と 思 わ れ る が，読者諸賢 の 御寛容 を乞 う次

第 で ある 。　　　　　　　　　　　 （原稿受理 1986 ．9．30）
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